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被災者支援、生活再建を振り返る

　１９９５年１月１７日午前５時４６分。阪神淡路大震

災（六甲・淡路島断層帯、Ｍ７・１、最大震度７～６）

が襲った。６４３４人が亡くなり、多くの人が家や家族、

知己を失い、その後の苦難の暮らしを強いられた

　神戸市役所前で「被災者追い出しを許さない！１・

１７追悼・連帯・抗議、阪神淡路大震災３０年」被災地

の集いが開かれ、約５０人が参加した。震災直後から市

や県に、避難所の改善や生活再建支援、住まい確保な

どを訴え、被災者連絡会を立ち上げた河村宗治郎さん

（２０１８年没）が呼びかけ、毎年続けられてきたが、

今年３０年を区切りに開催を終える。

　「震災から３０年。震災で失ったものが未だに回復し

ていない。借り上げ住宅、復興住宅などさまざま運動し

てきた。住まいと暮らしの再建が大きな課題となる中で

阪神淡路大震災を契機に、被災者生活再建支援法をつく

ることができた。不十分だったが生活再建のスタートの

制度だ。その拡充をめざし各地の被災地と声をあげてい

こう」と、粟原富夫・神戸市議があいさつ。

　被災者・市民団体が「仕事を失い、みんなで仕事開発

事業を立ち上げた。市や県に要求、座り込みも。復興住

宅からの追い出しとも、たたかった」「能登地震の対応

に活かされているのか」など、それぞれの思いを語った。

東遊園地公園には灯篭約６５００本が用意され、「より

そう１・１７」の文字が描かれた。市役所前の歩道は、

死者に祈念する銘板や灯籠を訪れる人たちの行き来が絶

えなかった。（高崎、竹田）

阪神淡路大震災３０年の集い

毎月 1 日発行 頒価200円（送料別）

東遊園地公園（神戸市中央区）には灯篭約６５００本が用意され、「よりそう１・１７」の文字が描かれた＝ 1月 17 日
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　２４年度末までに「使用済み燃料対策ロードマップ」

を見直して実効性のある計画を提示できない場合は、「美

浜３号機、高浜１、２号機の運転は実施しないという不

退転の覚悟で臨む」と約束したからです。

　関電は、六ケ所再処理工場の稼働をあてにしていまし

たが、日本原燃は再処理工場の竣工時期について２７回

目の延期を行い、２６年中としたため、関電の目論見が

崩れました。

　末田さんは「関電にとって新しいロードマップをつく

るということはそんなに簡単ではない。福井県知事が簡

単にイエスといえない状況を私たちが作れば、２４年度

末に３原発を止められる。このチャンスを生かして老朽

原発を止めましょう」と訴えました。（池内潤子）

カジノ・万博、弾薬庫拡張、
  老朽原発　1 月 6 日 ロックアクション

　新年早々、１月６日に恒例の「戦争あかん！ロックア

クション」の集会とデモが行われました。３人の方がア

ピールしました。

今すぐ万博の中止を

　カジノ問題を考える大阪ネットワーク事務局長・藪田

ゆきえさんは「今すぐ万博中止を」と訴えました。

弾薬庫は攻撃目標

　宮古島の要塞化に反対する会・西川さんは、「西日本

各地で行われているミサイル弾薬庫建設を許すな」と訴

えました。

　「日本政府は台湾有事を口実に、南西方面琉球弧への

ミサイル部隊、弾薬庫建設を押し進めています。大量の

ミサイルを保管するために、西日本各地に弾薬庫を増設

する計画を押し進めています。２０２４年度の予算で組

まれた弾薬庫の内訳は沖縄訓練場に５棟、瀬戸内分屯地

（奄美大島）に３棟、えびの駐屯地に２棟、大分分屯地

に３棟、舞鶴に３棟、祝園（ほうその）分屯地に８棟と

なっています。また、宮古島の弾薬庫では３棟目の建設

が進められています。

　２５年度予算案ではあらたに２１棟の建設費用、

３３６億円が計上されています」

　１９３９年の大阪府枚方市の禁野（きんや）火薬庫大

爆発、沖縄の弾薬庫爆発の被害などを語り、「戦争とな

れば、移動しない弾薬庫が攻撃目標になります。そうな

れば、周辺の住宅にも被害が及びます」と、住民ととも

にたたかおうと呼びかけました。

韓国・戒厳令と「光の革命」
金光男さん緊急報告（上）

　国会に突入する戒厳軍、それを阻止しようと駆けつけ

る市民や国会関係者。

　自分ならどうする？ いや、その瞬間、ここに駆けつ

けることのできる自分でありたい。少なくない日本人が、

若者たちが、事態をこのように受け止め始めている。

　12 月 23 日、金光男さん（キム・カンナム）が、迫真

の緊急報告を行った（京都市内）。金光男さんは、在日

韓国研究所代表として、朝鮮半島情勢や韓国の政治経済

動向を、民衆の側から内在的に分析し展望を示している。

（編集／構成　「未来への協働」編集委員会）

●目次

【Ⅰ】12 月３日午後 10 時 23 分

【Ⅱ】動揺する戒厳軍兵士たち

【Ⅲ】1年前から企まれていた

関電使用済み核燃料対策ロードマップ

ロードマップの破たん

　「はんげんぱつ新聞」編集長の末田さんは、「今こそ、

関電の老朽３原発を止める大きなチャンス」と訴えまし

た。
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　――  以下次号

　【Ⅳ】なぜ 12 月３日？——「愛妻クーデター」

　【Ⅴ】12・７～ 12・14 ～　「光の革命」

　【Ⅵ】憲法改正から第７共和国へ

【Ⅰ】12 月３日午後 10 時 23 分

▼親衛クーデター

　12 月 3 日、韓国で突然、戒厳令が布告されました。

皆さんも驚かれたと思います。私（金光男さん）もまさ

かと思いました。

　皆さんも、テレビニュースで見られていたでしょう。

戒厳軍の兵士が、国会本館、与党「国民の力」代表室の

ガラス窓を叩き割って中に乱入していくのを。

　戒厳令が宣布されたのは、12 月 3 日午後 10 時 23 分、

その後、午後 11 時に戒厳司令部の布告第 1 号が発表さ

れました。布告第 1号は、国会と地方議会、政党の活動

と政治的結社・集会・示威など、一切の政治活動を禁止

すると。これは、完全に憲法違反です。１つは、戦時で

も非常時でもないのです。経済活動も市民生活も平常に

行なわれている。なのに戒厳令を布告することは憲法上

できないのです。２つに、戒厳令が、言論や集会などを

著しく制限するとしても、国会は、基本的人権の制限を

牽制する装置であり、また、戒厳令の解除を決議できる

権限を有しているものおり、だから国会だけは戒厳令を

もってしても統制することはできないと、憲法が規定し

ているのです。

　だから、12・3 戒厳令は、戒厳令という名のクーデター

です。クーデターにも 2つあります。普通、クーデター

とは、合法的な政権を倒して権力を簒奪するというもの

です。しかし今回の場合、ユン・ソンニョル（尹錫悦）

大統領は権力を合法的に握っている。合法的に権力を

握っていながらクーデターを行った目的は、反対勢力で

ある国会を制圧するためであったわけです。だから、今

回の戒厳令は、「親衛クーデター」（※権力者が、反対勢

力を排除し、権力をより強化する目的で行うという意味）

という言われ方を韓国ではしています。

◆国会制圧と与野党代表者の連行

　なぜ国会を制圧しようとしたのか？ 権力を握ってい

るユン・ソンニョル政権にとって、野党が過半数を占め

ている国会こそ、最大の反対勢力だったからです。さら

に、戒厳令を宣布した後、国会で過半数（定数 300、よっ

て 151）の議員の賛成があれば、解除する権限を持って

いるので、国会を制圧して「戒厳令解除要求決議」がで

きないようにすることを狙ったのです。「国会議員全員

を引きずり出せ」と指示されていたということは、既に

司令官が証言しています。さらに、現在判明していると

ころでは、10 数名の与党と野党の指導者を連行し、そ

して、「共に民主党」本部を始め、6 カ所を戒厳軍が制

圧する計画であったことが明らかになっています。

　12 月 3 日、戒厳令を宣布したとき、ユン・ソンニョ

ル大統領は、次のように戒厳令の目的を明らかにしまし

た。「私は北朝鮮・共産勢力の脅威から自由大韓民国を

守護するために非常戒厳を宣布する」、続けて「国会は

犯罪者集団の巣窟だ」と。12 月 12 日に発表した対国民

談話では「巨大野党が支配する国会は、自由民主主義の

憲政秩序を破壊する怪物になった」と。

　12・3 戒厳令は、まさに国会を反国家勢力だと規定を

して、国会を制圧し、与野党の代表者を連行することを

目的にしていたわけです。

▼「早く！早く！」

　こうして、12月3日午後10時23分、戒厳令が宣布され、

戒厳司令部が設置されました。ということは、国会にお

いて、戒厳令解除要求決議案を可決できるか、その前に

戒厳軍が国会本会議場を制圧して採決そのものをできな

くしてしまうか、まさに、時間との競争になったのです。

　私も、ずっとパソコンに張りついて YouTube を見てい

ましたが、「早く！早く！」という言葉しか出なかった

です。

　国会の前に、市民が集まってきました。国会本館の前

では、国会議員の補佐官や秘書官たちが人垣をつくって

構えていました。

　すると、国会裏にある運動場にヘリコプターが着陸し、

「特戦団（※韓国陸軍の最精鋭）」が突入してきました。

軽機関銃を持っています。実弾は装填していませんでし

たけど、部隊ごとに実弾は配られており、実弾カートリッ

ジを渡せば、いつでも発砲できる状態です。

　さらに、首都警備司令部（※首都ソウルを守る軍隊）

が装甲車でやってきました。この装甲車を、市民が囲ん

で国会の中に入れないようにしていました。

　そして、国会本館前では、補佐官や秘書官たちが、突

入してくる特戦団の兵士に、文字通り体を張って抵抗し

ていました。国会本館の中ではバリケードを築いていま

した。軽機関銃には、消火器で応戦しました。

◆ 67 歳議長も塀を乗り越える

　しかし、国会前では、ソウル警察庁長官の指示で、国

会を守るはずの警察が、駆けつけてくる国会議員らを阻
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止していました。

　さあ、どうするか？ 団体チャットルーム（※多数人

が同時にチャットできるシステム）には、次々と情報が

流されました。「国会第１門と第３門の間の警備が手薄

だ。そこから塀を越えろ」とか。みんな、その情報にも

とづいて、国会の敷地は相当広いのですけど、警備の薄

い場所を見つけて、次々と塀を乗り越えていきました。

その姿をメディアにばっちり撮られたのが、ウ・ウォン

シク（禹元植）国会議長です。67 歳の国会議長も塀を

乗り越えたのです。イ・ジェミョン（李在明）「共に民

主党」代表も、もちろん塀を越えました。

　こうして、4 日午前１時１分、出席 190 人で国会の開

会が宣言され、午前１時３分に、戒厳令解除要求決議案

を可決、その瞬間、ウ・ウォンシク国会議長が、「戒厳

令は無効だ」と宣言したのです。

◆銃口をつかんで

　みなさん、たぶん、軽機関銃を構えた兵士に立ち向か

う女性の姿をニュース映像で観たでしょう。彼女は、ア

ナウンサー出身で「共に民主党」報道官のアン・ギリョ

ンさんです。兵士が向けた銃口を手でつかんで、「銃を

下げなさい！ 恥ずかしくないのか！」と一喝していま

す。よく見ると、一瞬、兵士の指が引き金にかかってい

る。しかし、迫力に押されて兵士は下がっていきました。

アン・ギリョンさんは、その後、海外メディアのインタ

ビューにこう答えています。

　「——なぜ銃口をつかんだのか？ そのときは考えてい

る暇はなかった。ただ、とっさに銃口をつかんだ。

　私は 1989 年生まれ（※民主化は 1987 年　註）。民主

主義は、もう当たり前のものだと思って、いままで生き

てきました。しかし、戒厳令によって、その当たり前だ

と思っていた民主主義が、そうではなくて、たたかい取

られたものだったのだということが分かりました。そし

て、それが奪われようとしているのだから、次は、その

民主主義を与えられたわれわれが守らなくてはいけない

んだと思いました」

（註）1960 年４月の学生中心の「４月革命」と翌 61 年

の朴正煕（パク・チョンヒ）によるクーデター、続く朴

正煕の軍事独裁。79 年の朴大統領射殺事件を機とする

民主化闘争、それにたいする全斗煥（チョン・ドファ

ン）のクーデターと弾圧、80 年５・17 の戒厳令全国拡

大と光州事件（戒厳軍による弾圧で、死者は 193 人から

2000 人に上るとも）、87 年の学生・市民の大統領直接選

挙要求デモと６月民主抗争、６・29 民主化宣言、10 月

の憲法改正による「第６共和国」成立。

【Ⅱ】動揺する戒厳軍兵士たち

　それにしても、皆さん、ちょっと不思議に思われませ

んでしたか？

　今回、国会に突入してきた特戦団の中には、「707 特

任団」もいるのです。707 特任団というのは、南北で戦

争が起きたときに、平壌に突入して金正恩総書記を殺害

する斬首部隊なのです。ところが、そういう部隊が、議

員補佐官・秘書官らに逆に押し返されているのですよ。

おかしいでしょう。斬首部隊であるにもかかわらず消極

的なのです。

　それから、ヘリコプターの到着です。戒厳令の発表が

午後 10 時 23 分、布告 1 号が 11 時。普通ならば、その

時点で、ヘリは国会の上空で構えていて、布告 1号と同

時に着陸・突入しなければいけなかったのです。ところ

が、ずいぶん遅れるのです。これもおかしいでしょう。

　それが、なぜなのかが分かりました。

　特戦団の司令官は、三日前に、キム・ヨンヒョン（金

龍顕）国防部長官から、戒厳令のことを知らされていま

した。ところが兵士たちは知らされていません。兵士た

ちは、「北朝鮮から飛んで来るゴミ風船に対抗する作戦

のため、ヘリコプターで移動する」と言われていたので

す。ところが、到着したのは国会。兵士たちは、完全に

戸惑っているわけです。

　さらに、ヘリの到着が遅れた理由です。特戦団は、京

畿道（キョンギド）利川 (イチョン）市からソウルに飛

んで来ます。ソウル上空に入るとき、とくに国会の前に

は大統領室がありますから、その周辺３キロ強は飛行禁

止区域です。この飛行禁止区域に許可なく侵入すれば撃

墜されることになっています。したがって特戦団のヘリ

と言えども、この飛行禁止区域を通過して国会に着陸す

るには、事前に首都警備司令部から許可をもらわなくは

ならない。ところが、事前に許可をもらおうとすれば、「何

のため？」となり、「国会に着陸するから」という話を

しないといけない。当然、「何で、軍が国会に行くのか？」

ということになりますよね。

　こうして、ヘリが飛び立つ段階ではじめて、操縦士が

飛行許可を求めたのですが、首都警備司令部は 2回、拒

否しています。「何のために国会に着陸するんだ。目的

を明らかにせよ」と。結局、戒厳司令官が首都警備司令

部に連絡して、ようやく飛行許可が出た。だから、ヘリ

の到着が遅れたわけです。

　だから、兵士たちは明らかに、事態に動揺していまし

た。国会本会議場の前に立ちはだかった補佐官・秘書官

たちは、40 代・50 代の女性が多かったそうです。彼女
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らが、突入してきた特戦団の兵士の頬を張り倒しました。

その兵士は思わず引き下がったそうです。なぜかと言え

ば、兵士は 20 代、彼らからすれば自分のオモニ・母親

と同世代なんです。

　あるいは、与党「国民の力」代表室のガラスを割って

軍が突入しましたが、そこには、ハン・ドンフン（韓東

勲）代表に送られたランの鉢植えがあったそうです。普

通なら、そんなものは蹴散らしますよね。ところが、丁

寧に脇の方によけてあったそうです。

　こうした様々な事情が絡み合って、午前１時 1分に開

会が宣言され、1 時 3 分に戒厳令解除要求決議案が可決

しました。

　まさに奇跡的です。

【Ⅲ】1 年前から企まれていた

▼戒厳令は、いつから準備されていたのか？

　今後、特別検事の捜査や、国会の調査権で、全貌は明

らかになると思います。

　今、分かっている範囲では、既に昨年（2023 年）の

後半から、ユン・ソンニョル大統領は戒厳令について議

論を始めたようです。そして、今年（2024 年）の８月

以降、戒厳令の準備が具体化しました。それまで大統領

警護処長だったキム・ヨンヒョンが、8 月に国防部長官

に移りました。このとき「共に民主党」で軍の内部情報

に詳しい人たちは、異常を察知したようです。なぜこの

時期にキム・ヨンヒョンを国防部長官にしなければなら

ないのか。

　そして調査をすると、キム・ヨンヒョンが、大統領警

護処長のときに、今回、国会に乱入した部隊、すなわち、

特戦団司令部、首都警備司令部、防諜司令部（憲兵組織）

の３つの部隊の司令官を呼んで秘密会談をやっていた事

実が後に明らかになります。大統領警護処長は軍の作戦

指揮団員ではないので、これは完全に不法行為です。

　だから、このころから、戒厳令についての具体的な検

討が始まったのではないかと、推測されるわけです。

▼「共に民主党」のシミュレーション

　今、「共に民主党」が次々と戒厳令に関する事実関係

を明らかにしています。その調査の中心は、キム・ミン

ソク議員、キム・ミョンジュ議員、パク・ソンウォン議員、

プ・スンチャン議員の４人です。キム・ミンソク議員は、

元ソウル大学の学生会長で、1982 年の釜山アメリカ文

化院籠城闘争をたたかった学生運動出身者。キム・ミョ

ンジュ議員は、皆さん驚かれるかと思うけど、韓国陸軍

の元フォースター、陸軍大将。韓米連合司令部の副司令

官でした。そういう人物が今、「共に民主党」の議員になっ

ているのです。したがって、当然ながら、軍の中に太い

人脈を持っていますから、情報がどんどん集まってきて

いるわけです。パク・ソンウォン議員は、国会議員にな

るまで、国家情報院の第一次長、国家情報院のナンバー

3 です。プ・スンチャン議員は、韓国国防部の報道官を

していました。こういう具合ですから、良心宣言的な情

報提供が相次いでおり、それを「共に民主党」が明らか

にしているわけです。

　この４議員が、今年 8月、キム・ヨンヒョンが国防部

長官に移行するなどの動きを見て、「これは戒厳令が現

実化しそうだ」と判断したそうです。イ・ジェミョン代

表にその判断が伝えられ、代表も、「時期はいつになる

か分からないが、間違いなく宣布される」という確信を

持ったということです。

　皆さん、国会議員や補佐官・秘書官らの動きが、迅速

過ぎると思いませんでしたか？ 実は、「共に民主党」で

は、「戒厳令が布かれたら直ちに国会本会議場に集まる」

というシミュレーションができていたのです。

▼戒厳令を宣布する口実づくり

　こうして、戒厳令の議論を秘密裏に始めたユン・ソン

ニョル大統領らが、次に行なったことは、戒厳令を宣布

するための名分・口実づくりです。

◆北朝鮮との局地戦

　一つ目。ご記憶の方もいると思いますが、昨年 10 月、

平壌に３度にわたって無人機が侵入し、金正恩最高尊

厳——北朝鮮の表現を使えば——を冒涜するビラを捲い

たと、北朝鮮が、激しく非難する声明を発表したという

ことがありました。声明によれば、平壌上空に無人機が

３度侵入したことと、その無人機が、韓国で北朝鮮に一

番近い、白翎島（ペンニョンド）から飛び立ったという

ことが明らかにされています。

　この声明にたいして、韓国軍は、否定も肯定もしませ

んでしたが、保守言論が、「脱北者団体がドローンを北

朝鮮に飛ばした」という報道を出しました。

　ところが、「脱北者団体が」という報道を、元陸軍大

将のキム・ミョンジュ議員が、一蹴します。平壌に行っ

て帰ってくる航続距離を考えると、滑走路と発射装置が

いるそうです。垂直に離陸する一般的なドローンでは、

北朝鮮まで行って帰ってこれない。では、滑走路と発射
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装置を持っているの誰かと言えば、軍しかないわけです。

キム・ヨンヒョン国防部長官が狙ったのは、軍を使って

北朝鮮に無人機を侵入させ、これに北朝鮮が応戦すると

いう形で、北朝鮮との局地戦を引き起こし、それを口実

に戒厳令を宣告するということだったのです。

　ところが、なぜか北朝鮮は応戦しなかった。これで、

一つ目の口実が失われました。

◆原点打撃

　二つ目。韓国の脱北者団体が、金正恩総書記を非難す

るビラやドル紙幣、あるいはＫ -ＰＯＰや韓国映画を入

れた USB などを括り付けた風船を飛ばしています。それ

に対抗して、北朝鮮は、ゴミをつけた風船を韓国に送っ

てきています。

　これにたいして、キム・ヨンヒョン国防部長官が、韓

国軍の合同参謀本部議長に「原点打撃」を命じたそうで

す。原点打撃とは、このゴミ風船を飛ばしてくる北朝鮮

領土内の発射場所を叩くということです。韓国軍の合同

参謀本部議長は、「そんなことをすれば、南北の戦争に

なりますよ」といって断ったそうです。

　こうして二つ目の口実づくりにも失敗しました。

◆ウクライナでの交戦も

　三つ目。何と、ウクライナで、北朝鮮軍との交戦も考

えていたようなのです。北朝鮮軍が、ロシアに派兵され、

現在、ロシア領内のクルスクにいることは確認されてい

ます。

　ユン・ソンニョル大統領は、韓国の攻撃兵器をウクラ

イナに提供する用意があるというだけではなく、韓国軍

の「参観団」を派兵するということも明らかにしました。

これは、その後の調査によると、北朝鮮の軍隊がウクラ

イナ領内に侵攻してくれば、それと戦闘を行なうことを

目標にしていたというのです。それを口実に、韓国内に

戒厳令を布くことができるというわけです。

◆労働者大会の挑発

　四つ目。11 月には民主労総主催の全国労働者大会が

ありましたが、今年は警察とぶつかって 10 人が連行さ

れました。警察がこれまでにない完全武装で、民主労総

が申請した範囲の半分しか、集会開催を認めなかったた

めに、ぶつかったわけです。

　これは、極めて意図的な挑発だと思われます。「騒乱

事態」を作ることが目的だったようです。それによって、

戒厳令を布こうとしたわけです。

　しかし、民主労総が自制をしたために、騒乱状態には

ならず、これまた、戒厳令を布くことができませんでし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

　廣瀬純氏は、週刊金曜日に長期の連載を掲載されてい

る評論家・研究者。昨年には、その連載をまとめて『新

空位時代の政治哲学：クロニクル２０１５−２０２３』

（２０２３年刊　出版社：共和国）として発表している。

今回の講演会では、現代社会と資本主義の根本的な問題

について、示唆に富む発言が多く、興味深い講演だった。

◆覇権の移行期

　最初に、20 世紀初頭からの１００年にわたるアメリ

カによる世界覇権が現実に新たな形に移行しつつあるこ

とが述べられた。20 世紀初頭までの石炭を軸としたイ

ギリスの世界覇権が、世界大戦をへてアメリカの石油を

軸とした覇権体制になり、そしてそれがリチウム等のレ

アメタルを軸とした新たな覇権体制への移行の時期が現

在。１００年前に生じた二度の世界大戦によって、イギ

リスからアメリカへの覇権の移動が生じたが、現在もそ

れと同等な意味を持つ世界史的な「戦争」がおこってい

る。COVID（新型コロナウイルス感染症）をめぐる世界

の動き、ロシア - ウクライナ戦争、そしてイスラエル -

ガザ戦争なども、世界大戦に比する世界史的な動きであ

る。こうした資本の大きな世界史的な動きにたいして、

我々は「何をなすべきか」と考えると、第一次大戦期の

レーニンの視点で見直してみることが必要である。

　第一次大戦の勃発と同時にヨーロッパ諸国にあった社

会主義政党は、自国の戦争を容認し、それに加担していっ

た。レーニンはそのことを強く批判したことは皆さんご

存じのとおり。今と比較してみると、一つの例だが、フ

ランスではウクライナ -ロシアの戦争で、ウクライナを

批判することは全く許されていない。左派的な人であっ

てもきわめて硬直的な発言しかフランスではできない状

況にある。現在のヨーロッパの左派は、当時のレーニン

の批判の対象となった人びとと同じになっているのでは

新空位時代の「何をなすべきか」
廣瀬純氏の講演を聞いて
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ないか。

◆フェミニズム

　もう一つの 21 世紀的な重要な視点は、フェミニズム

である。20 世紀までのフェミニズム運動は、数多くあ

る当事者の権利要求運動という側面が強かった。たとえ

ば少数民族の権利、障がい者の権利要求運動、そして女

性の権利要求運動というような側面だった。

　ところが 21 世紀に入ってからの諸政治運動を見てい

くと、その内部にあって、内発的なもう一つの努力を要

する課題としてのフェミニズムが内包されてきた。

　たとえば南米チリでの民衆反乱そして２０２１年のチ

リの憲法制定議会の議長をマプーチェ（先住民）の女性

が就任したことなど。チリにおけるこのたたかいは、70

年代のピノチェトのクーデターに潰されたアジェンデの

「人民連合」の運動の再開という意味があるが、その中

心に先住民の女性が立っていることが 21 世紀的である。

　数年前に起こったイランの東クルディスタンでの女性

の抗議闘争（イランの宗教警察の取締の過程で女性が死

亡した事件への抗議闘争）。これも１９７９年におこっ

たパウレビー王朝打倒のたたかいが、イスラム主義に

よって「簒奪」されたことへのイラン革命の再開の意味

があった。その中心にクルド人の女性たちが立っている。

◆たたかいの前線は

　レーニンの帝国主義戦争を内乱・内戦への呼びかけに

もどると、そのたたかいの前線は、今はどこにあるのか。

そもそも資本主義が３００年前に世界史的に登場した時

から、資本家がやっていることは変わっていない。それ

は３つの資本の本源的蓄積の問題に関わっている。

　一つは新大陸の侵略（「南の国々」への戦争）という

こと。アメリカ大陸では先住民を駆逐して土地を奪った。

他の大陸では今もなお資源を強奪している。

　二つ目には囲い込み。イギリスで典型的におこった農

民を強制的に都市の労働者にしていくこと。土地や自然

と切り離された賃金労働者の創出の問題。

　三つ目には「魔女狩り」ともいうべき女性にたいする

戦争。再生産労働をすべて女性におしつけていくため

に、３００年前から資本主義は女性にたいする戦争をお

こなってきた。この 3点は、現在もなお形をかえて進め

られている。3つのたたかいの前線。

　階級について。週刊金曜日で、「敵は勝ち続け、味方

は負け続けている」と書いた。敵は記憶力が良い。新大

陸の強奪＝資源の強奪にしても、囲い込みにしても、魔

女狩りにしても、彼らは３００年以上、一貫して３つの

ことを継続し続けている。ところが市民は記憶力がよく

ない。たえず忘れてしまっている。

　資本家階級は、彼ら自身が法外な利潤を求めている時

に、彼らは「階級」として形成され組織されていく。戦

争の時がもっとも典型的だ。しかも今はいつも階級とし

て「団結」している状態だ。

　労働者は、普通に一般的な賃金要求をしている時で

も、階級としては形成されていない。できていない。し

かし労働者は法外なとんでもない賃金を資本家に要求す

るか、敵が絶対に認めることができない要求をおこなう

時に、はじめて「階級として形成」されるのではないだ

ろうか。これが１００年を経たレーニンの「何をなすべ

きか」ではないか。

　廣瀬氏の講演内容の中で述べられた、現代世界を覇権

の移行期とみる視点や、資本主義の本源的蓄積に関わる

3 つの視点など、重要な論点が多かった。現代社会をと

らえる時に大切な視点だ。（秋田勝）

海保隊員による危険な拘束

　第一次辺野古新基地阻止闘争については、鐘ヶ江晴彦

論文（「専修大学社会科学年報」第４１号）に詳しい。

２００４年４月１９日，施設局は海底ボーリング 調査

のための作業を強行したが、翌０５年９月２日にすべて

の海上櫓が撤去された。約１年半に及ぶ海上阻止闘争は、

市民の勝利のうちに終了した。

　論文では、この第一次闘争の特徴として、①運動目的

の複合性、②参加者の多様性、③闘争手段の幅広さ、を

あげている。こうした特徴は、１４年７月７日から始ま

る第二次辺野古新基地阻止闘争にも受け継がれた。

　しかし、第一次と第二次との決定的な違いは、強硬に

抗議行動を押さえ込もうとする日本政府の方針転換で

あった。１２年に再登場した安倍晋三首相（当時）が描

く、「戦争できる軍事国家日本」の第一歩として、早急

な辺野古新基地建設の完成が「国策」として進められた。

カヌーに襲いかかる海保隊員

（9）ウチナーとヤマトを結ぶ
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その「先兵」となったのが、海上保安庁・警察機動隊等

である。

　海での抗議活動に対し、「中立」あるいは「仲裁」の

立場を維持していた海上保安官が、市民の小型船舶やカ

ヌーによる抗議行動への暴力的弾圧を強めていった。数

１００馬力のゴムボート（ＧＢ）に乗った海保隊員によ

る暴力的逮捕術による拘束が頻繁におこなわれ、頸椎捻

挫などの大けがを負い病院に通うカヌーメンバーが続出

した。小型船舶も海保隊員によって沈没させられた。

　私も、やっとカヌー操作に慣れたころ、大きな波とう

ねりで荒れていた大浦湾で海保に拘束され、ＧＢで約

３００メートルも沖に連れていかれたあげく、「ここで

解放だ」と放置された。途方に暮れながらも、とにかく

陸地が見える長島と平島の間をめざしてカヌーを漕ぎだ

した。海はさらに荒れており、２、３メートの大波が次々

と押し寄せていた。

　ちょうど、長島と平島の中間点に達した時、大きな波

にカヌーが乗せられ、気が付くとさらに大きな波が斜め

後ろから迫っていた。とっさに、身体をカヌーごと大波

に預けることによって、辛うじて転覆を免れた。

　平島で見守っていたベテランの山さんからは、大声で、

「潮の中間ではなく、長島寄りに漕ぐんだ」とアドバイ

スされたが、まだ初心者だった私には、指示どおりに操

作する余裕はなかった。後ろからカヌーをサポートして

くれていたゴムボートの存在にも気づいていなかった。

あとで、サポート員から「もう転覆すると思いましたが、

よく切り抜けましたね。どこであんな技術を獲得された

のですか」と聞かれたが、「必死でしたから」としか答

えられなかった。干潮時に長島と平島の間を通過して、

ぞっとした。そこはリーフが長く広がっており、沖から

来た波がリーフにぶつかって大波を発生させる場所だっ

たのだ。

　数か月後、長島寄りのフロートの起点から侵入したと

き、慌てたＧＢが猛スピードで近づき海保員が私のカ

ヌーめがけて飛び乗ってきた。普通はカヌーの最後尾を

抑えるのだが、海保員がカヌーに足をかけたため転覆さ

せられた。ＧＢに乗ってから、「カヌーはＧＢの千分の

一もない木の葉のようなものだ、たとえ、すり抜けたと

ころで、ＧＢにすぐに追いつかれる。なぜあんな危険な

ことをするのか」と抗議した。珍しく、その隊員は「す

みませんでした」と謝ってくれた。　

　当初は海保隊員も上の強い命令を受けて、安全に配慮

する余裕がまったくなかった。海の安全を守るのが海保

の若者たちの使命と誇りであったはずが、安倍と日本政

府が権力の ｢手先｣ に変えてしまったのだ。（住田一郎）

菊池事件、再審を求める神戸集会　
冤罪・経緯など、くわしく講演 　　

徳田靖之・弁護士

　「菊池事件の再審を求める講演会」が開かれ、６０余

人が参加した（２４年１２月１日、神戸市教育会館）。

講師は、徳田靖之弁護士。８０人の会場だったから、ほっ

としています。

　「菊池事件の事を聞きたいという人が３人以上集まれ

ば、どこにでも行きますよ」という徳田弁護士の言葉に、

「やったろか」と思ったのが、７月。それから日程を調

整し、会場を押さえました。チラシを何枚刷るかも悩み

ましたが３千枚を作り、死刑制度に反対している団体や

狭山市民の会・こうべほかに配布をお願いし、新聞『う

ずみ火』にも折り込んでもらいました。日頃お付き合い

のない方々も多く見受けられました。

　徳田弁護士は、穏やかに丁寧に事件の経過（ダイナマ

イト事件、Ａ氏殺害事件）、背景（無らい県運動、ハン

セン病差別）、事件の冤罪性（凶器、親類の証言）、裁判

の問題点（特別法廷、弁護人のやる気のなさ）、死刑執

行の非道（３度目の再審棄却の翌日に執行。教誨師の立

ち合いなし）、現在の再審運動（再審請求人団、憲法違反）

などについて詳しく述べました。

熊本地裁で３者協議

　現在、熊本地裁で裁判所・検察・弁護団による３者協

議が行われています。弁護団は「特別法廷という憲法違

反の裁判だった。速やかに検察が再審を行うべきと主張

しているが、検察は再審を行う事由がないと突っぱねて

いる」「裁判所も、死刑になっている裁判の再審を認め

ると、死刑制度の根幹を揺るがす。慎重な態度になって

いる」としています（１１月２３日付『未来への協働』）。
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徳田弁護士は講演の後、所用のため大分へ。会場の質疑

応答は、弁護団の大槻倫子・弁護士と再審請求人団共同

代表の黄光男さんが答えてくれました。

命をかけて再審へ

　８０歳を超える徳田弁護士は、文字通り命をかけ菊池

事件の再審実現のためたたかっています。「全国どこへ

でも講演に行く」とも。私たちの、ささやかな講演会が

契機になり、各地で勉強会が開かれ運動が広がり、再審

が実現し、なりよりも冤罪で死刑に処せられたＦさんと、

ご遺族の名誉が回復されることを望みます。

　今回は、「市民デモＨＹＯＧＯ」「辺野古の海に基地を

つくらせない神戸行動」の皆さんに、大変お世話になり

ました。講演会を手伝ってもらった仲間に、感謝します。

お礼申し上げます。（秀）

邑久光明園「二つの桟橋」
ハンセン病患者が受けた差別の歴史

　岡山県瀬戸内市に、長島という細長い小島が浮かんで

います。カキの養殖用の筏が島の周囲を取り囲むように

浮かび、風光明媚なところです。江戸時代は馬の放牧場

であったらしいのですが、現在は二つの国立療養所、邑

久光明園と長島愛生園が運営されている島です。

　長島と本土の間（瀬溝）は、わずかに５０メートルく

らいしか離れていません。１９８８年に長島大橋（「人

間回復の橋」）ができるまでは、船で島に渡っていたの

です。その名残りが、長島の木尾湾にある「二つの桟橋」

です。（写真／右側がハンセン病患者用、左側が職員用）

湾の東側の桟橋が邑久光明園に収容される患者専用、西

側が職員用に使われていました。今ではすっかり朽ちて

しまった、この桟橋がいつまで使われていたのか分かり

ませんが、ハンセン病患者が受けた差別の歴史をとどめ

「二つの桟橋」＝岡山県瀬戸内市

ています。

５０年に及ぶ在園

　私は（２０２４年）１１月９日、１０日、ハンセン病

関西退所者原告団「いちょうの会」の親睦旅行に参加し、

邑久光明園に行ってきました。その時に屋猛司さん（邑

久光明園・入所者自治会長）のお話を聞くことができし

た。

　屋猛司さんは、奄美大島出身です。関西で働いていた

１９７４年５月、３２歳の時に邑久光明園に入所しまし

た。以来５０年間、邑久光明園での生活が続きました。

屋さんが入所したころは、７５０人余りの入所者がいた

そうですが、２０２４年１１月９日の時点で７０代が３

名、８０代２１名、９０代２６名、合計５０名というこ

とでした。平均在園年数は、５０年に及びます。

　全国ハンセン病療養所入所者協議会など、４団体で構

成される統一交渉団と厚生労働省との協議で、国立療養

所の将来構想が話し合われており、最後の一人になるま

で国が責任をもって入所者をケアーすることが決まって

います。しかし、全国１３カ所の療養所では、入所者の

高齢化のために、自治会が機能しなくなっている所も多

くなっています。

「福祉の国」の棄民政策

　せっかく療養所を出て地域で生活してきたのに、また

療養所に戻らざる得ない人もあります。療養所に隔離さ

れると同時に、故郷・家族から断絶を余儀なくされ、か

つ療養所の中で断種・堕胎手術を受けさせられ、その上、

産まれたばかりの赤ちゃんまで無残にも殺されました。

そのため、子どもさんもいない人も多いからです。

　そういう人たちのために、たとえ入所者がゼロになっ

ても５年間は療養所を閉鎖せずに維持することが決まっ

ているそうです。

　かつてソ連共産党のゴルバチョフ書記長が言った「日

本は世界で一番成功した社会主義国」のような、資本主

義国です。不思議な国です。先進国でありながら、アメ

リカの植民地（日米合同委員会でがんじ絡め）のようだ

し、議会制民主主義国だけれども、アメリカや韓国のよ

うに政権交代も起こりません。

　水俣病対策やハンセン病対策では、徹底した棄民政策

をとってきました。すさまじい差別と排除の政策を行っ

てきたわけです。

　一方で、国民皆保険制度があります。私のような重度
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障害者には、重度障害者医療制度もあり、また各種の障

害者割引制度や減税措置もあります。さまざまな福祉政

策、制度も、多くの当事者、支援の運動がかちとってき

た結果です。

たたかい続けた患者と支援者

　ハンセン病対策に限っては、わが国は徹底した差別と

隔離政策を行ってきました。それに対して、国家賠償請

求訴訟を提起し、血の滲むような運動を当事者が行なっ

た結果、屋猛司さんが話しているように、厚生労働省が

対策をとってきたのだと思います。入所者自身がたたか

い続けたからこそ、今があるのだと感じました。

　もちろん、これらを紹介したのは、日本の差別社会を

免罪するためではありません。（こじま・みちお）

「ウリハッキョは子どもたち
にとってアイデンティティ」　
朝鮮学校に通う子どもを支援する「火曜日行動」

　１月 14 日火曜日正午より、いつもの府庁前でなく大

阪城教育塔前（写真右下の塔）で、６００回目の集会と

府庁周辺のパレードを行いました。集会には、朝鮮学

校学生、保護者、同胞、支援する労働組合や市民など

３５０名以上が参加しました。

　集会に先立ち、司会の「無償化連絡会・大阪」の共同

代表・長崎さんから、子ども基本法大綱を勘案した大阪

府・大阪市の「子ども計画」の策定に関するパブリック

コメントと、山口県長生炭鉱の遺骨収集に関するクラウ

ドファンディングが呼びかけられました。

　また、集会の冒頭、長崎さんは、「６００回は決して

喜ぶべき数字ではないが、『絶対にあきらめない。子ど

もたちの権利を守り抜くためにたたかい続けていく』と

いう私たちの思いと、支援する人びとのつながりを示す

ものだ」と話されました。

　集会での発言を紹介します。

　

私たちの子どもにも未来を想い描く権利がある
——東大阪初級学校のオモニ

　大阪府は、すべての子どもが将来にわたって幸せな生

活を送ることができる社会の実現を目指す「子ども計

画」の制定を進めていますが、私たちの子どもにも、輝

かしい未来を思い描き幸せに生きる権利があります。ウ

リハッキョは子どもたちにとってアイデンティティ、自

分が自分であることを認め受け入れていくことを自然に

学ぶ大切な場所です。仕事を調整しながら「火曜日行動」

に参加するオモニたちは、子どもたちが幸せな未来を描

いて生きていくために声を上げ続けます。

　

歴史的構造的差別だと勧告されている
——丹羽雅雄弁護団長

　無償化裁判で唯一勝利した大阪地裁判決を忘れてはな

らない。判決文には、朝鮮学校の意義、それを支える朝

鮮総連の役割を明確に書いてある。国際人権委員会など

でも、朝鮮学校の子どもたちにたいする歴史的構造的差

別であることを一貫して勧告されている。国際的な反植

民地主義の潮流の中で、適合した判決であることを決し

て忘れてはならない。

遺骨収集に国の予算を
——大椿ゆうこ参議院議員（社会民主党副党首）

　朝鮮半島出身者が多く亡くなった長生炭鉱（山口県宇

部市）の遺骨収集のため、国の予算を使うべきだと、国

会で追及している。みんなの怒りをしっかり受け止め、

国籍にかかわりなく誰もが学べる、民族教育を学ぶ権利

を、国会の中で引き続き訴えて皆さんの力になりたい。

自分の人格を否定されたようで悔しい
——朝鮮中高級学校の先生

　はじめてこの問題に出会ったのは中学校 2年の時。先

輩が「自分の人格を否定されたようで悔しい」と泣いて

いるのを見て、自分もすべての同級生が否定されたよう

で悔しかった。そういう気持ちに後輩をさせてはいけな

いと抗議行動に参加してきました。小学生たちが「自分

たちは悪い子なんですか」と泣いているという話を聞き

ます。それがすごく悔しくて、差別は今も残っていると

胸が痛かった。早く社会を変えないといけない。一緒に

行動していける志を持った子どもたちとともに、教育を



112025年 2月 1日（土）未来への協働 ニュースレター　No.1

　「わが兵庫県」に目を向けると、立花孝志とタッグを

組んで不可解きわまる再選を果たした斎藤知事という人

物がいる。百条委員会で追及されると、やたらに「記憶

にない…」を連発している▼若いのに、これほど「記憶

がないとは。知事としての仕事は不可能なのでは…」と

心配し、かつ皮肉を込めた批判も続いている。１９７６

年、ロッキード事件で小佐野賢治が連発した「記憶にご

ざいません」を思い出した▼選挙中も不利とみれば「高

校生から、斎藤さん頑張れと励まされた」とも言ってい

た。自分の政策アピール、演説で「人々を説得できなかっ

た」証左ではないかと勘ぐってしまう▼女性問題で不信

任を突きつけられた維新の岸和田市長も、言い訳会見に

妻を同席させ、風当りを弱めようと？ 画策していた。

斎藤知事の「高校生」も同じ構図だろう▼吉村・大阪府

知事は、政治資金パーティ収支報告書の記載もれを「うっ

かりミス」と受け流した。裏金問題で、これほど世間が

大騒ぎしているときに、「うっかり」で済むのか▼維新

とは、こんな議員や首長の巣窟なのか。今年も「斉藤や

めろ」の声は続く。（修）

家系図の一番上はバクテリア

九十歳になれば分かると叔母が言う

授業中 友のイビキで目が覚める

鉄人の肩と腰にサロンパス

ボロボロの地球を孫に引き渡す

おじいちゃん こんな地球はいりません

高熱のピエロに代わり樽に乗る

お元気ですか新子先生まどかさん

雪山で眠れば死ぬとビンタされ

お隣りに貸した包丁戻らない

一日中水戸黄門のテレビ観る

いいんですロマンス詐欺でいいんです

次の世もあなたの夫でいいですか

裸婦デッサン マネキンなんて聞いてない

マネキンをギュッと抱いたらビンタされ

背骨折れ打撲であると信じ込む

リハビリパンツ立っておしっこ不便です

決闘の 七で引き金引く二人

叫んだら殺すと言っていましたね

震災に舞った悪魔のアスベスト

川柳三里塚の産直野菜

柔らかくおいしい大浦ゴボウ

　「正月セット」に、太いゴボウが入っていた。「大浦ゴ

ボウ」という品種らしい。太く、少し空洞があるが、柔

らかい。風に当たると萎びるため、新聞紙にくるみビニ

ール袋（傘用の袋が重宝）に入れ、日陰におく。わが家

ではお正月の酢ゴボウを、まだ食べている。（淡）

　三里塚「産直野菜」は有機無農薬。毎週・隔週、「お試

しセット」あり。

〔お問合せ〕

電話／０７９９−７２−５２４２

Ｅメール／ kanjitsu_mail@yahoo.co.jp 

通して励んでいきたい。差別のない社会を目指してとも

に最後までたたかっていきましょう。

日本社会の一員の責任として
——「無償化連絡会・大阪」・大村和子さん

「きらきら光る無償化の文字　私たちの心を躍らせた。　

　きらきら光る無償化の文字　私たちの心を凍らせた」

　２０１０年、朝鮮高校だけが無償化から除外されたと

きの高校３年生の詩です。子どもたちを裏切り、心を傷

つけ、民族差別排外主義を平然と行う日本の為政者たち。

それを許している日本社会の一員の責任として、社会を

変え成熟した共生社会を築かなければならない。そのた

めの積み重ねが６００回を迎えた。６００回はたくさん

の人のつながりだ。これからも声を上げ続け、たくさん

の人と連帯の輪を広げていこう。勝利の日まで。

　集会の終わりに、「声よ集まれ　歌となれ」を全員で

合唱して、府庁周辺パレードに出ました。パレードでは、

「差別を絶対許さない。無償化を適用せよ。補助金支給

を復活せよ」と力強く声を上げました。（佐野裕子）
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■ 2 月 8 日（土）
日本の食と農が危ない・パート 4
時間：午後２時～４時半

会場：ＰＬＰ会館４階中会議室

資料代：１０００円（相談に応じます）

お話：川田龍平（参議院議員）

主催：戦争あかん！ロックアクション

■ 2 月 9 日（日）
「公安」の市民監視に鉄槌！
　　　　　　　　〜憲法違反の画期的判決報告集会
時間：午後１時半〜

会場：クロスパル４０２会議室（ＪＲ高槻駅すぐ）

報告：近藤ゆり子（訴訟原告）

連絡先：自治体の戦争協力を許さない会・アスネット

■ 2 月 11 日（火・休）
2.11 建国記念の日反対！ 戦争 NO ！
　　　　　　　　「日の丸・君が代」強制反対 ! 集会
時間：午後１時 開場　１時半 開始　４時半 デモ

会場：大阪市立浪速区民センター・ホール

参加費：５００円（学生・障がいのある方無料）

　　　　手話通訳あり　Ｚｏｏｍ配信あり

講演：桜井智恵子（関西学院大学人間福祉学部教授）

主催：「日の丸・君が代」強制反対大阪ネット

■ 2 月 22 日（土）
核問題特別委員会　公開講演会
　　　　手に負えない原発　それでも動かしますか？
時間：午後２時〜４時

会場：大阪クリスチャンセンター１階大ホール

講演：樋口英明（元福井地裁裁判長）「原発は地震に耐

　　　えられない」

主催：大阪教区核問題特別委員会

■ 2 月 24 日 ( 月・休 )
第 9 回 狭山事件の再審を実現しよう
　　　　　　　　　　　　　市民のつどい in 関西
時間：正午 開場　午後１時 開始

　　　集会終了後（４時半頃）ＪＲ新今宮方面へデモ

会場：大阪市立西成区民センターホール

資料代：５００円

インフォメーション

　タブロイド判『未来への協働』の臨時休刊により、

読者のみなさんには大変ご迷惑をおかけしました。

タブロイド判にかわって、当分の間、『未来への協

働ニュースレター」をお送りします。ニュースレター

は、Ａ４版１２ページ、毎月 1日発行（頒価２００

円・送料別）です。

 引き続きニュースレターを購読される方で、タブ

ロイド判『未来への協働』の購読料として２０２４

年１２月以降の購読料を前払されている方について

は、前払されている期間に休刊していた２０２４

年１２月と２０２５年１月の２カ月分を加算した上

で、その２倍の期間（月 1回発行のため）が前払さ

れたものとして取り扱わせていただきます。

（計算例）

半年分前払の場合　

　（６カ月＋２カ月）×２＝１年４カ月分前払

1年分前払の場合

　（１２カ月＋２カ月）×２＝２年４か月分前払

　読者のみなさんには引き続き『未来への協働

ニュースレター』を御購読いただきますようお願い

いたします。なお、返金を希望される方は下記まで

御連絡ください。

未来への協働

〒５７７－００２３

大阪府東大阪市荒本２ー１４－５

電話／ＦＡＸ　（０６）４３０６－３５１２

Ｅメール :miraihenokyodo@gmail.com

読者のみなさんへ

記念講演：「部落問題の現在から見る狭山事件」

対談：上川多実×山田哲生（兵庫県連狭山闘争本部長）

　　　コーディネーター斎藤成二（市民の会・こうべ）

特別アピール：「狭山事件と菊池事件　冤罪としての共　　

　　　　　　　通の構造を探る」徳田靖之（弁護士）

ビデオメッセージ：石川一雄　石川早智子　

冤罪アピール：袴田ひで子　青木恵子　西山美香

　　　　　　　林眞須美長男　

ライブ：カオリンズ　アカリトバリ

主催： 狭山事件の再審を実現しよう

　　　　　　　　　　市民のつどい in 関西実行委員会


